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小国町社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図ることを目的として、小国町をはじめ関係機関、団体との連携のもと、  

住民ひとりひとりが安心して住み続けることができる地域づくりを目指し、以下のとおり事業を実施しました。  

 

（１）  法人運営  

理事会／評議員会／法人運営／職員の資質向上／住民会費  

 

（２）  地域福祉  

やまびこネットワーク活動／ボランティアセンター／共同募金／高齢者サロン／福祉教育／医療介護福祉連携／福

祉座談会／心配ごと相談／広報活動／権利擁護事業／生活困窮者自立支援事業／生活福祉資金／各種団体等の事務

の受託と支援／訪問介護事業所／居宅介護支援事業所／福祉有償運送／シルバー人材センター／地域通貨  

 

（３）  サポートセンター第一悠愛  

     障がい児入所施設／短期入所事業／通所事業「くれぱす」／日中一時支援事業  

   

（4）  サポートセンター第二悠愛  

     障がい者支援施設／生活介護事業所「悠工房」／グループホーム事業所／就労センター「陽なたぼっこ」／相談支援  

     センター／地域活動支援センター  

 

（５）  悠和の里  

     養護老人ホーム  
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地域福祉課  平成２９年度事業報告  

地域福祉推進  

事  業  名  目  的  概  要  

第３次地域福祉計画・活動

計画の推進  

（ 平 成 26 年 度 ～ 30 年

度）  

小国町と共同策定した「第３次小国

町地域福祉計画・活動計画」に則り、

事業を推進します。  

 

小国町における各地区の福祉課題の把握や整理、事業展開について計画

を指針として進めた。  

地域福祉座談会の開催  

 

社 協 が 住 民 の 福 祉 向 上 の た め に

存 在 す る 民 間 団 体 で あ る こ と を 知

っ て も ら い 、 行 政 と 連 携 し て 住 民

の 生 活 の 声 を 本 音 で 聞 き と り 、 ニ

ー ズ の 把 握 と 社 会 資 源 を 知 る た め

実 施 し ま す 。  

１．福祉座談会  

地域の状況を把握し次年度に向けて小地域ごとに福祉座談会を開

催するためモデル地区を設置し行政部長、組長、消防団、老人クラブ、

婦人会、民生委員・児童委員、福祉協力員などに参加を呼びかけ開催。 

 

地区名  日  時  

宮原３部  

宮原７部  

宮原４部  

上田１部  

宮原８部  

上田２部  

上田３部  

上田５部  

上田４部  

北里１部  

平成２９年４月２６日（水）  

平成２９年５月２４日（水）  

平成２９年６月２３日（金）  

平成２９年７月２６日（水）  

平成２９年８月１日（火）  

平成２９年８月２５日（金）  

平成２９年９月２２日（金）  

平成２９年１０月２５日（水）  

平成２９年１１月３０日（木）  

平成３０年３月６日（火）  
 

小国郷医療・介護・福祉連

携推進事業  

小国郷の医療介護福祉の連携を推進

するためにあんしんネットワーク会

議を開催します。  

ネットワーク会議の開催  

・毎月、世話人会及び全体会を開催した。  
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やまびこネットワーク  

活動推進事業  

住民が安全・快適に暮らせるよう

に支援が必要な方々に、声かけや見

守りなどの活動を行う「やまびこネ

ットワーク活動」を関係機関や団体

と連携して推進します。  

１．小国町やまびこネットワークの推進  

 ①構成   関係機関・団体・地域住民など  

 ②内容   要援護者への支援ネットワークの構  

２．小国町地域福祉ネットワーク会議との連携  

３．鏡もち宅配事業（住民会費活用事業）  

 ①開催時期  平成２９年 12 月中  

 ②対  象  者  75 歳以上の独り暮らし（２２８名）世帯に対して民生

委員・児童委員から鏡もちの配布と同時に安否確認実施  

４．認知症サポーター養成講座への協力（ 1 月 15 日お助け隊養成講座） 

５．やまびこ見守り応援隊  

 小国郷内の事業所に協力頂き、高齢者世帯等の見守り体制づくりを行

った。  

 協力事業所：小国新聞販売店、クロネコヤマト、赤帽、佐川急便、  

九州電飾日田営業所水道検針員、小国プロパン組合  

生活困窮者自立支援事業  

自立相談支援事業  

（一部受託事業）  

生活困窮者からの相談を受け、自立

支援計画を作成し、各種支援が包括

的に行われるよう、関係機関と連絡

調整を行い自立を促進します。  

１自立相談支援  

①対象者生活困窮者  

②事業内容生活困窮者への就労・相談支援  

アセスメント・プラン作成  

相談件数６件  プラン作成件数６件  
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サロン活動支援事業  

（住民会費活用事業）  

「ふれあいいきいきサロン及び元気

サロン」の普及・推進により高齢者

の介護予防や地域との結びつきの強

化を図ります。  

 また、サロン参加者にも認知症サ

ポーター養成研修への参加をよびか

け地域での協力支援体制の強化に努

めます。  

1．サロン活動の普及推進  

 ①活動内容  地区の有志が世話人となって、健康チェックや健康体操  

レクリエーション、茶話会、講話などを定期的に実施  

 ②活動助成   参加者の活動保険料を助成  

 ③活動支援  ア  社協職員の派遣  

       イ  活動に関する助言・連絡調整  

④実施状況  

サロン名  実施回数  年間参加延人数  

下町サロン  １８回  ２１７名  

宮原４・９なかよし会  ２４回  １６９名  

上田さわやかサロン  ２３回  ４０１名  

北里ふれあいサロン  １１回  １１４名  

ゆけむりふれあいサロン  １２回  １２４名  

西３なかよし会  １２回  １２５名  

下城弓田サロン  １２回  ９９名  

下城銀杏サロン  １２回  １２７名  

黒１気楽会  ２１回  １５４名  

黒渕４・６長寿健康楽しい

サロン  
８回  ６２名  

合   計  １５３回  １，５９２名  
 

要援護者マップ作成事業  地 域 に 住 む 要 援 護 者 （ 高 齢 者 ・ 障

が い 者 ・ 児 童 等 ） の 情 報 を 収 集 及

び 管 理 し 、 支 援 者 （ 行 政 ・ 警 察 ・

消 防 ・ 学 校 ・ 民 生 委 員 ・ 福 祉 協 力

員 ・ 婦 人 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア ・ 消 防

団 ・ シ ル バ ー ヘ ル パ ー ・ 近 隣 住 民

等 ） と の 情 報 の 共 有 お よ び 支 援 ネ

ッ ト ワ ー ク の 形 成 を 図 り ま す 。  

 

要 援 護 者 の 安 否 確 認 ・ 見 守 り ・ 災 害 時 の 避 難 誘 導 等 の 支 援 者 お

よ び 関 係 機 関 の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 、 強 化 。  

【内  容】  

 ①要援護者情報の収集・データベース作成・管理  

 ②要援護者情報の関係機関・団体等との共有化  
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命のバトン事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 国 町 に 在 住 す る 高 齢 者 、 障 が い

者 等 世 帯 に 対 し 、 か か り つ け 医 療

機 関 、 疾 病 等 の 救 急 時 に 必 要 な 情

報 を 保 管 す る 救 急 医 療 情 報 キ ッ ト

「 命 の バ ト ン 」 を 配 布 し 、 住 民 の

安 全 と 安 心 の 確 保 を 図 り ま す 。  

1 .配布内容  

 保管容器・情報用紙・マグネット（冷蔵庫の扉に使用）  

2 .配布方法  

 命のバトンは、社会福祉協議会、民生委員・児童委員、福祉協力員、

居宅介護支援事業所等、その他関係機関で配布  

３ .対象者  

 ①一人暮らし、二人暮らしまたは日中独居世帯等の高齢者  

 ②障がい者、要介護・要支援認定者の属する世帯  

 ③その他配布を希望する世帯  

４．配布世帯    １ ,４６４世帯  

 

地域の縁がわづくり事業  草 木 染 め 工 房 に 、 誰 も が 気 軽 に 集

え る ス ペ ー ス を 設 け 、 地 域 住 民 の

ふ れ あ う 機 会 を 作 り ま す 。  

１ .場所   小国町宮原上広瀬  

２ .名称   おぐにの縁がわ「和き愛あい」  

小 国 町 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン

ター事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉・医療・教育など広い分野のボ

ランティア活動を把握し、活動の推

進を図ります。  

 

1．ボランティア活動の支援（通年）  

 ①内容  

  ア  個人、グループ、企業等の登録  

  イ  ボランティア活動の受け付けと募集  

  ウ  登録ボランティアの紹介・斡旋  

  エ  ボランティア活動保険加入促進  

  オ  ボランティア情報の提供  

  カ  防災ボランティアの組織づくり  

2．小国町ボランティア連絡協議会の活動支援  

3．広報紙を活用したボランティア活動の啓発  

４．小国郷福祉講演会の開催：  

のばせ！健康寿命「～小国郷で元気に年を重ねるコツ～」  

講師  おぐに整形外科  院長  梅田修二  医師  

熊本大学教授システム学研究センター  教授  都竹茂樹  医師  

※  あんしんネットワーク及び南小国町社協と共催  
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福祉教育推進事業  ボランティア協力校の指定やワーク

キャンプの実施など、ボランティア

活動に対する子供たちの理解と関心

を高め、福祉教育の進展を図ります。 

1 .ワークキャンプ事業（介護等体験）の実施（住民会費活用事業）  

 ①対象  小国高校生  

 ②実施先  熊本市内でのホームレス支援  

 

2 .ボランティア協力校の指定と活動支援  

 ①期間  平成 2７年度から 2９年度まで  

 ②対象  小国小学校、小国中学校  

3 .小国高校生ボランティア活動等推進事業の実施  

（南小国町社協、子どもに夢をはこぶ会との共同事業）  

①  ボランティア体験  内容  施設夏まつりなど  

 

災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ

ー設置推進事業  

大規模災害が発生した場合、小国町

と連携して災害ボランティアセンタ

ーを開設し、災害救援のボランティ

ア活動が円滑に進められるよう、設

置マニュアルづくりを進めます。  

災害ボランティアセンター設置訓練  

（内  容）  災害ボランティアセンターマニュアル運用  

      西里地区で炊き出し訓練実施  

心配ごと相談事業  住民の日常の生活の悩みや不安の解

消を目的に、総合的な心配ごと相談

を実施します。  

1 .心配ごと相談所の開設  

 ①時期   毎月  2 回  

 ②内容   一般相談の実施  

 ③会場   小国町隣保館  

 ④周知   広報誌・行政無線により開催日を周知  

 ⑤相談員  行政相談委員・人権擁護委員・民生委員児童委員  

 ⑥費用   無料  

 ⑦相談実績   開  設  日   ２２日（相談員延人数  ４１名）  

相談利用者   ２０名（男性９名、女性１１名）  
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介 護 予 防 事 業 送 迎 車 運 行

事業（受託事業）  

小国町が実施する介護予防事業への

特定高齢者の参加の便宜を図るため

送迎を実施します。  

1 .介護予防教室参加者の送迎車両の運行  

 ①対象者   特定高齢者（教室参加者）  

 ②使用車両  社協所有のワゴン車両  

 

福祉車両貸出事業  要介護高齢者世帯を対象に、福祉車

両を貸し出します。  

１．車両   車椅子対応スロープ付福祉車両  1 台  

２．対象者  町内に在住する要介護高齢者・障がい者世帯  

３．平成２９年度実績  ２１件  

 

保育園児・幼稚園児・  

児童と住民・高齢者等の交

流促進事業  

（住民会費活用事業）  

世代の交流を通して子供たちの育成

や子育て中の保護者の方々への支援

を行います。  

１．第１６回人権子育て講演会の開催  

（小国町立保育園、小国町就学前人権教育研究協議会との共催）  

 開催日：平成２９年８月２６日（土）  

会  場：小国小学校  

 講  師：  すかんぽ（あそび歌ユニット）  入江浩子氏  

 演  題：「元気パワーあつまれ～」   

 

広報活動事業  福祉情報の提供や啓発を図るた めに

広報誌を発行します。又、ホームペ

ージで情報を発信します。  

1 .広報誌「木もれ陽」の発行（共同募金配分金事業）  

①  回   数  年６回（１３４号～１３９号）  

②  配  布  先  全世帯、関係機関・団体  

③  発行部数  ２，５００部  

2 .ホームページの開設  

・随時更新  

Ｈ Ｐ ア ドレ ス http ://www.asoyamabiko.h inokuni -net . jp/oguni/  

 

地域福祉権利擁護事業  

（一部受託事業）  

認知症高齢者や知的障がい者など判

断能力が十分でない方に、福祉サー

ビス利用援助や日常的な金銭管理な

どの援助、自己決定の尊重、相談の

1.対象者     ２名  【平成３０年３月３１日現在】  

 認知症や知的・精神障がいにより、理解や判断能力が低下し、福祉サ

ービスなどの利用がひとりでは行うことが困難な方  

2 .内容  

http://www.asoyamabiko.hinokuni-net.jp/oguni/
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助言を行い、自立した生活がおくれ

るよう支援します。  

 福祉サービスの利用援助、金銭管理、書類預かり  

3 .支援体制  

 生活支援員（１名）・県社協権利擁護センターと連携して支援を実施  

生活福祉資金貸付事業  

（一部受託事業）  

世帯の経済的自立を目的に県社協が

実施する生活福祉資金貸付事業の窓

口となり、低所得者、障がい者、離

職者、高齢者等世帯の生活の安定を

図り福祉事務所、ハローワークと連

携し住宅喪失者、離職者等への支援

を行います。  

 

1 .業務内容  

 ①生活福祉資金の相談・申請等に係る事務  

 ②貸付や償還に係る調査、書類作成  

 ③民生委員・児童委員と連携した援助活動  

  ※貸し付けの決定は、県社協で実施  

 

熊本県共同募金会  

小国町分会の運営  

「赤い羽根共同募金運動」を支援す

るために事務局を担います。  

1 .赤い羽根共同募金運動の実施  

 ①団体の配分申請の受け付け  

 ②募金資材の発注・表彰者の推薦  

④  募金運動の実施  

⑤  実績１，３０６，３９９円  

 

日本赤十字社熊本県支部  

小国町分区の事務局業務  

（受託業務）  

小国町から委託を受け、社費・寄付・

義援金の募集受付、社員台帳管理な

どの業務を行います。  

1 .日本赤十字社の社資募集の協力  

（１）期日  ５月の赤十字運動月間を中心に募集  

（２）実績  １ ,１７７ ,９４７円  

（３）社員台帳の管理業務  

 

災害時福祉避難所の設置  

運営  

小国町と災害時福祉避難所開設の協

定を締結し、運営を行います。  

１ .場所   福祉センター悠ゆう館  

２ .対象   在宅で常時の介護を必要とする方  

避難所で必要な備品・消耗品・非常食の備蓄を行う  



 

10 

 

民生委員・児童委員協議会

の事務局業務  

（受託業務）  

協議会の委託を受け、事務局業務を

行います。  

1 .民生委員・児童委員協議会の事務局業務全般  

福祉協力員連絡会事務局  福祉協力員連絡会の事務局業務を行

います。  

 

１ .福祉協力員連絡会の事務局業務全般  

１．三者合同研修会  

（福祉協力員、民生委員・児童委員、シルバーヘルパー班長）開催  

（１）期日   平成２９年６月２０日（火）  

（２）会場   サポートセンター悠愛  

 

シルバー人材センター  

事務局  

小国町シルバー人材センターから委

託を受け、事務局業務を行います。  

影響  

１ .  シルバー人材センター事務局業務全般  

①  実績  

・受注件数         ３０４件  

・事業収入    ９ ,５８１ ,１９０円  

・就業延人員     １，６７７人  

・会   員         ４８名  

②  受注内容  

・大工工事、庭木の剪定、草刈、農作業、事務、洗濯、送迎等  

 

地域通貨運営会事務局  運営会から委託を受け、事務局業務

を行います。  

１ .地域通貨運営会事務局業務全般  

  ・殿町下町公園草刈りボランティア  

  ・ふくし夏祭り、人権フェスティバル  

当事者団体・地域団体の事

務支援  

地域福祉活動を行う団体の事務 局運

営を支援します。  

 

1 .小国町老人クラブ連合会の事務支援  

生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ 地域における生活支援・介護予防サ １．協議体の運営  
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ー業務  

（受託業務）  

ービスの提供体制の整備に向けた取

組を推進します。  

２．サービスの開発  

  

在宅福祉・介護サービス   

事  業  名  目  的  概  要  

訪問介護事業  要介護（支援）高齢者の在宅生活

支援のため、訪問介護員が介護サ

ービスを提供します。  

1 .事業所名   小国町社協訪問介護事業所  

2 .内容     利用者宅での身体介護・生活援助・通院介助等  

3 .実績     約５ 0 名（月平均）  

居宅介護支援事業  介護サービス計画を作成し、適切

な介護サービスが提供されるよう

に調整を行います。  

1 .事業所名   悠ゆう苑  

2 .内容     介護サービス計画作成・関係機関との連絡調整  

3 .実績     約１００名（月平均）  

障害者居宅介護事業  障がい者の在宅生活支援のため、

訪問介護員が介護サービスを提供

します。  

 

1 .事業所名   小国町社協居宅介護事業所  

2 .内容     利用者宅での身体介護・生活援助・通院介助等  

3 .実績     約４名（月平均）  

障害者地域支援事業  障がい者が円滑に外出できるよう

支援します。  

 

1 .事業所名   小国町社協居宅介護事業所  

2 .内容     ヘルパーが外出に同行し、支援を提供  

3 .実績     １名  

福祉有償運送事業  小国町において単独では公共交通

機関の利用が困難な移動制約者に

対し、福祉車両による外出支援を

実施し、当該移動制約者の自立と

社会参加を支援します。  

小国町に居住する要介護認定者・身体障がい者・知的障がい者で公共交通機関

の利用が困難で一定条件を満たしている方に支援を提供した。  

・平成 2９年度実績 ･････延べ利用回数２２１回、利用登録者１３名  
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サポートセンター第一悠愛（児童福祉課）   平成２９年度事業報告  

１  障がい児入所施設（定員３０名）   児童数３０名  

   平成 29 年度は、熊本地震や宮原殿町大火災などの大規模災害はありませんでしたが、近隣の大分県日田市などで大規模な水害が

発生しました。常に災害への備えが必要であり、隣接する県立小国支援学校とも「小国支援学校運営協議会」を通して防災マニュア

ルの確認等が２回行われました。  

平成 28 年度卒業により小国支援学校高等部 8 名・中学部 1 名の他小学部 1 名が退所となりました。平成 29 年度には、高等部 5

名・小学部 1 名・中学部 2 名が新規入所し、合計 30 名になりました。平成 29 年度途中に、高等部児童が成人を迎え退所になり現

員 29 名になりましたが、11 月と 2 月にも一時保護児童（内 1 名は措置移行）を受け入れました。内訳は、小学生 5 名・中学生 11

名・高校生 14 名であり、その内 12 名が措置児童、２／３が療育手帳Ｂ判定で中軽度の児童が多くなっています。また、小国小学校

に 5 名、小国中学校に 2 名が通学しました。小国郷出身者が 7 名になり、身近な社会資源としての認知度が上がったと考えられます。  

   平成 29 年度も引き続き、厚生労働省が推進している大舎制から小規模ケアへの転換を踏まえて、施設の特徴であるユニット制によ

る小規模グループケアを推進しました。従来からの【こども自治会】【ＴＡＯ塾】や【心理相談員】による学習支援や心理面談に加え、

人権や性教育について学ぶ【みんなの勉強会】を実施しました。その他、スペシャルオリンピックス（フロアーホッケー）、レクリエ

ーションなどの余暇支援を通じて、社会参加や体験の充実を図りました。また、施設内自活訓練棟で、男児 1 名を対象にした自活訓

練を実施、 20 歳になりグループホームへの転居がスムーズに行われました。  

   医療機関との連携（小国公立病院、阿蘇やまなみ病院、向陽台病院、希望ヶ丘病院、弓削病院、熊大病院など）、行政機関との連携

（児童相談所・熊本県・市町村）、警察等の関係機関と連携しながら、多職種による協力体制を構築するように努めてきました。  

 

２  障がい児短期入所事業；併設・空床型（定員２名）   児童数１２名  

   短期入所事業は、通所支援事業所「くれぱす」の在宅児童と、第一悠愛の入所児童との接点になりました。利用契約児童 12 名の

うち定期的にご利用になる児童が 3 名で、その他 9 名は不定期のレスパイトサービスとして機能しました。 1 年間で延べ 542 日サ

ービスを提供しており、 7 割以上の稼働率でした。平成 29 年度は、一時保護児童の受入れなどで、居室の確保等に苦慮したようで

す。  
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３  障がい児通所事業「くれぱす」；放課後等デイサービス事業・児童発達支援事業・保育所等訪問支援事業（定員１０名）   放

課後デイ 30 名  児発 10 名  

  障がい児通所事業所「くれぱす」の活動拠点は福祉避難所に指定されており、災害に備えた非常食や発電機・ベットなどの装

備が格納されています。  

  平成 29 年度は、熊本県子ども療育センターとの連携、第二悠愛相談支援センターや多彩な障がい福祉サービスとの連携に加

え、心理相談員との個別面談、発表会や祭りなどのイベント、バスハイク、職員・保護者向けの研修会（ペアレントトレーニン

グ）など活発に展開しています。小国町の乳幼児検診や親子教室等の協力など、行政や保育所との連携が推進され、就学前児童

の掘り起こしも行われました。子育てに悩む保護者にとって、安心して頼れる場所となるように家庭や地域に積極的な働きかけ

が行われました。  

 

４  日中一時支援事業  

   小国町・南小国町・阿蘇市から委託を受け児童の見守りを行う日中一時支援事業は、放課後等デイサービスなどでは対応でき

ないサービスの隙間を埋める役割を担っています。  

 

５  子ども食堂「ゆうあい」  

 2017 年度調査では、子どもの相対的貧困率が 13.9%でした。2014 年度調査より改善しましたが、依然として 7 人に一人の子

どもが貧困世帯に属しています。また、食習慣の乱れや家族のだんらんを知らない子どもが増えています。このような現状にあ

って、主に貧困家庭や孤食の子どもたちに、無料で食事を提供する「子ども食堂」が営まれるようになりました。小国町でも、

ＴＡＯ塾の波多野氏に協力を依頼し、小国町教育委員会、福祉課、住民課（隣保館）、小国町食生活改善グループ等との協議を経

て、平成 29 年 9 月に子ども食堂「ゆうあい」を開設しました。毎月第一土曜日に、隣保館又は小国町社協で開催され、地域住

民から米や野菜などの食材を寄付いただき、主に小国町食生活改善グループを中心にボランティアの協力により運営されていま

す。  

 【平成 29 年 9 月・10 月・11 月・12 月  平成 30 年 3 月開催】  1 月；インフルエンザ流行（中止）  2 月；大雪（中止）  

参加延べ人数；「社協職員・講師」 20 人  ；  「ボランティア」28 人  ；  保護者等 40 人  ；  子ども 54 人  
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サポートセンター第二悠愛（障がい福祉課）   平成２９年度報告  

１  障がい者支援施設  サポートセンター第二悠愛  

    平成 29 年度は、平成 28 年 4 月熊本地震や 10 月宮原殿町大火災などの大規模災害はありませんでしたが、近隣の大分県

日田市などで大規模な水害が発生しました。災害に対する日ごろからの備えが重要であることを、改めて確認しました。また、

平成 28 年 7 月に発生した「津久井やまゆり園」の殺傷事件の影響で、侵入者に対するセキュリティー強化も求められました。  

 

【施設入所支援】  （入所定員４０名）  利用者数３５名  

    平成２９年度は、最重度者向けグループホーム「陽音（ひなた）」の開設により入所者の内から７名が退所した。また、4 月

開設の「せせらぎ」にも入所者 1 名が入居して、合計 8 名が地域生活に移行した。その後、小国支援学校高等部卒業生 2 名、

他の支援学校卒業生 2 名、精神科病院の社会的入院者 2 名、主な介護者を失った在宅者 1 名の 7 名が入所した。秋には、精

神科への長期入院、在宅生活への移行により 2 名が退所した。しかしながら、小国支援学校卒業生 2 名の他に在宅者 1 名の

計 3 名が入所待機している。中長期計画で定員減による個室化を推進しているが、施設入所に対する潜在的待機者が多い現状

では困難。その一方で、重度化により強度行動障がい者が多く個室のニーズは高い現状にある。  

その他、管理栄養士により看護師と連携した栄養マネジメントが実施された。また、排泄の自立ができていない者も多く、

清潔保持や衛生管理のために汚物専用洗濯機（5,800 千円）を導入した。  

 

  【第二悠愛活動支援センター】  （生活介護定員３６名）  利用者数４３名  

    知的障がいと身体障がいとの重複障がい等がある最重度の利用者が活動する拠点で、5 班編成により障がい特性に応じた生

活介護を提供している。利用者が 7 名増えヒヤリハットや事故が多い事業所でもあり、リスクマネジメントの観点等から、旧

万成小学校の 2 階まで活動拠点を拡充するための大規模改修（21,124 千円）が行われた。地元住民の要望も取り入れ、スロ

ープの設置やシャワー室の増設、洋式トイレへの変更、空調設備の設置、マイクロバス乗降口の屋根設置などが行われ、地域

交流スペースも設けられた。  

 

  【たんぽぽ授産作業所】  （生活介護定員１０名）  利用者数１３名  
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    たんぽぽ授産作業所では、フルーツキャップや編み物作業（アクリル毛糸たわし・帽子・マフラーなど制作販売）が行われ

た。草木染作業所「和き愛あい」では、草木染作業（綿ストール・のれん・ハンカチ・ハンドタオルの制作販売）、宝来宝来神

社や小国町商工会の福銭作りが行われた。オリーブオイルの乾燥野菜詰めの作業を受注したが、現在中断しており作業種目の

開拓に苦慮した。  

 

  【園内授産作業所】   （生活介護定員６名   自立訓練定員６名）   介護利用者数８名   訓練利用者数４名  

    園内授産作業所では、フルーツキャップ、温泉セット、菊芋加工作業、編み物等に取り組んできた。強度行動障がい者も活

動しており、屋外歩行もカリキュラムの一つになっている。自立訓練では、悠和の里での職場体験から実習が行われた。  

 

２  生活介護事業所  悠工房   （生活介護定員３０名）   利用者数３７名  

    木工作業所「悠遊工房」・陶芸作業所「らくらく窯」・廃油回収作業が行われた。小国町と連携したふるさと納税返礼品販売、

各種イベントにも積極的に出店し収入増を図った。また、夏の猛暑に備え、利用者の健康維持のため空調設備（ 1,000 千円）

が設けられた。老朽化していた外周の柵（1,000 千円）は、就労継続支援Ｂ型事業所でフェンスを設置した。  

    将来必要になる高齢者や最重度障がい者向けの共生型生活介護事業所については、現時点では移転後の悠和の里を活用する

計画。  

   

３  第二悠愛グループホーム事業所    （定員９２名）   利用者数８８名  

    平成 28 年 10 月宮原殿町大火災により焼失したグループホーム「せせらぎ」（定員 4 名）は、平成 29 年 4 月に再開した。

定員 5 名になり夜間の安全対策や入居者の安心のために夜間支援員を配置した。また、2 棟目の最重度者向けグループホーム

「陽音（ひなた）」（定員 7 名）は、工事の遅れにより 5 月に開設した。女性向けのグループホーム「フットパス」（定員 4 名）

は、9 月に開設した。これにより、小国郷内のグループホームは 20 か所となり、定員ともに熊本県で最大のグループホーム

事業所となった。しかしながら、世話人や夜間支援員の確保が難しく、慢性的な人員不足に陥った。グループホームの生活支

援員で補充したが、その結果第二悠愛の日中系サービスでの支援員が確保できず全体的な職員不足が発生した。その他、グル

ープホームという閉鎖的な居住空間での不適切な処遇も表面化し、直接指導や契約解除などの措置が必要になった。また、主

任だけの組織統治には限界があり、ガバメント強化のための管理者（施設長）の配置が必要になってきた。  
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重度障がい者向けグループホーム「陽音（ひなた）」には、最重度の障がい者 7 名が入居したが、個室と少人数による暮ら

しが実現し、精神的な安定と共に個別支援が実施され、趣味の時間の確保等生活の質が大幅に向上した。  

    また、世話人や夜間支援員、生活支援員との連携を進め、防災訓練、地域行事への参加、研修会、当事者グループ「どげん

会」、レクリエーションなどが実施された。  

    その他、3 棟目の最重度者向け（日中サービス支援型）グループホーム建設のために、グループホーム「山風音」上段の山

林（4,700 千円）と雑種地（14,350 千円）を買収した。  

 

４  就労支援センター  陽なたぼっこ    

 【就労継続支援Ａ型事業】   （定員１０名）  利用者数１３名  

   高齢者等向け配食サービスは、一日平均 300 食（6000 食／月）になっている。配食数が増え人員増も予想されることから、

調理場の拡張工事（15,493 千円）を実施した。ヤマト財団のジャンプアップ助成金 500 万円を受け、ガス回転釜・ブラスト

チラー・ガスフライアー・多機能自動炊飯器などを設置、配膳場所等を拡張するため洗い場・検収室などを増築した。  

また、厚生労働省からの通知で「賃金及び工賃の支払いに要する額は、自立支援給付をもって充ててはならない」という規制

強化があり、「経営改善計画書」を提出した。これにより平成 28 年度は 3,345 千円／年の赤字が判明した。これを解消するた

めに、配食数一日 400 食を目標に取り組むことになった。  

   雇用している障がい者も、知的障がい（6 名）・精神障がい（2 名）・高次脳機能障がい（ 2 名）・発達障がい（ 1 名）・身体障

がい（1 名）・難病（1 名）と、多様であり障がい特性に応じた仕事場を提供している。  

 

 【就労継続支援Ｂ型事業】   （定員２０名）   利用者数１８名  

   節の穴埋め授産作業は、平均月額 150,000 円で安定的に受注があった。他の製材所からも受注できるようになった。  

大豆「すずかれん」を栽培する農福連携事業では、慣れない野外活動であるため意欲的に参加する利用者は少なかった。農作

業に従事する利用者の工賃を増額するなどの対策も行った。大豆は、耕作放棄地を活用し自主栽培 3ha で順調に育成されたが、

長雨等で収穫が遅れ品質が劣化した上、収量が約 2,000 ㎏と大幅に減少した。協力いただいた農家や他法人も不作で、併せて

約 1,000 ㎏の収穫であった。ＪＡ阿蘇で検査を受けたが、合格の判定を受けることができなかった。期待した収量や品質を確

保することはできなかったが、今後の貴重な教訓を得ることができた。豆腐・揚げ・生揚げ・厚揚げ等の販売は、社協での自己
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消費、両町の学校給食、杖立温泉旅館、戸別販売、ＪＡ朝どり市場、薬味野菜の里などで販売しているが、十分な販路拡大には

至っていない。現在の一日販売平均数は、豆腐 135 丁、揚げ 25 枚、厚揚げ 10 個、生揚げ 8 枚、新商品のざる豆腐 1 皿程度

である。揚げの販売が半減しており、品質向上が急がれる。高菜の栽培も行われたが、冬季の異常低温による不作で少量しか納

品することができなかった。農福連携と 6 次産業化プロジェクトは、未だ投資が必要で大きな成果は見いだせていない現状にあ

る。  

   但し、大豆「すずかれん」のブランド化に向けて、宮原関田の自動車整備工場跡を農業倉庫として借り受けた。農機具の格納、

収穫物の保存等に活用する他、工場内を一部改修（1,300 千円）して、熊本県夢チャレンジ推進助成金（1,330 千円）を受け

脱粒機・大型乾燥機・選別機（ 3,400 千円）を導入した。また、倉庫内の元事務所に空調設備や事務機器を設置して、作業員の

事務・休憩室も整備した。これにより農福連携と 6 次産業化プロジェクトを推進する拠点を確保すると共に、収穫時の品質劣化

を防止する計画である。また、耕作放棄地の活用依頼が増え圃場の拡大により、新しいトラクター（ 2,200 千円）を導入した。 

 

 【就労移行支援事業】   （定員６名）   利用者数 2 名  

   就労継続支援Ａ型事業所の開設で直接雇用できる場所ができたことなどから、一般事業所への就労者はいなかった。ベストア

メニティーの農作業や七草のアルバイトなど、期間限定の職場実習も実施された。  

 

５  第二悠愛相談支援センター   小国町地域活動支援センター    計画相談登録者数１７１名   児童相談登録者数３８名  

   平成２９年度は、専任の相談支援専門員を４名配置し、精神障がい者の健康管理（通院引率など）、金銭管理支援、就労支援（ハ

ローワークとの連携）、福祉サービスの利用に関する支援、高次脳機能障がい者・難病在宅者の支援、障がい基礎年金の申し立て

など、行政や医療、司法等との連携による多職種支援が行われた。戸別訪問などアウトリーチを行う事業所であり、サポートセ

ンター悠愛の窓口としての役割を担っている。その他、福祉サービスの新規利用、サービスの変更などに必要なサービス等利用

計画や児童発達支援計画の立案やモニタリングが継続して行われた。退所する児童や利用者の新たな受け入れ先の開拓には、他

の相談支援センターや福祉サービス事業所、医療機関との連携が行われた。  

   また、小国町・南小国町の行政・民生委員・ボランティア・医療機関・支援学校・当事者などによる地域包括ケア会議も開催

され、多職種連携が必要な困難事例についても協議した。阿蘇圏域では自立支援協議会や相談支援センター連絡協議会なども開

催され、県下の相談支援センターの研修会や会合も活発に行われた。相談支援専門員による福祉サービスや医療機関との重層的
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なネットワークが構築されつつある。  

   その他、障がいとの関連が多い貧困対策として生計困難者レスキュー事業を実施した。小国町地域活動支援センターにも専任

の指導員を配置して、障がい者の居場所づくり、活動支援、余暇支援、調理教室、運動プログラムなどを実施した。  
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高齢福祉課  悠和の里  平成 29 年度  事業報告  
１ .管理部  

目   的  方   法  概      要  
・運営、経営全般   ・ご利用者の皆様が、安全で安心して生活を営める場の提供を念頭に置き運営。そ

の中でご利用者の QOL(生活の質 )が向上できるよう、個別処遇計画の基、季節感

を取り入れた行事、または個々の趣味・特技を活かした生きがい作りの場が多くも

てるように努めて参りました。  

 

また、経営面では、措置費に限定されている事から、経営分岐点を利用者 48 名

と考え各市町村担当者や関係機関と連携をとりながら、利用者の人員の確保に努め

て参りましたが、近年の傾向として対象者が介護保険を利用しながら在宅で生活す

る施策を国が勧めている理由で入所案件が減少し平成 29 年度に於きましては、入

所者が 6 名、退所者が死亡等含め 8 名で平成 30 年 3 月 31 日現在で 43 名とな

っております。  

 

介護用品 (オムツ代等 )は、介護施設は個人負担でありますが、措置施設は施設負

担となっており経営を圧迫する一つの要因となっております。上記のような状況を

踏まえ、当施設も改築時には 50 名定員を 30 名定員のところで進めております。

今後、最低 45 名の利用者確保に市町村関係等と連携しながら努力して参りたいと

思います。  

 

・支援体制の強化  ○夜勤制移行に伴う支援の充実  ・高齢重度化が進む中、平成 27 年度より夜勤制に移行し、夜間の安否確認及び排

泄支援等重厚なサービスを提供することにより、利用者にとって安心・清潔な生

活環境を整える事ができた。  

 

○介護保険の活用  ・平成 29 年度末時点で、介護保険認定者が 16 名であり、該当者にとって日常生

活に生甲斐・楽しみが持てるよう、利用者・家族・関係機関と連携をとり介護保険

制度を利用しながら、デイサービス等に行ってもらえるよう環境整備に努めて参り

ました  

 

・職員の質の向上  

 

 

 

○施設内研修  

 施設外研修  

 (ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修 )  

・朝礼時 ｢職場の教養 ｣の朗読を行い、感想を 1 分間スピーチにすることで、伝え

る力を培い、小さな事でも気づき支援に活かせるよう職員の教養の向上に努めまし

た。  
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２．支援部  

 

 

・県社協主催や関係機関及び城北地区各職種別研修会等に積極的に参加して、自己

研鑚に努めました。  

 

・障害者福祉課と合同研修  

 ※総合健康推進財団による ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修 (非常勤職員 )に毎月参加しました。  

 

・施設整備   ・平成 29 年度に改築の為の用地の取得を計画しておりましたが、当初の予定地 (サ

ポートセンター悠愛の上の土地 )が大規模造成で県の認可等で、造成費用も高額に

なる事から現在別候補地を選定中となっております。  

 

目   的  方   法  概      要  

・清潔の保持に努め

る  

 

 

 

 

 

 

○入浴  

 

 

 

 

 

○排泄  

 

 

○理髪  

・施設内では、週 3 回 (月・水・金 )の入浴を実施しました。  

 ※午前中に支援員対応により約 30 名の方の入浴を実施、午後に訪問介護員 (地

域福祉課 )対応 6 名、通所介護の利用者 14 名 (重複者含む )による入浴を実施  

 ※週 2 回以上の入浴の促進を促しました。  

 

・排泄委員会の設置  

 ※排泄チェック表を作成し、失禁者に対して、個別の排泄パターンを把握して、

トイレ誘導等行なう事により清潔保持とオムツ使用量の削減に努めました。  

 

・町内の理髪店の方による月 1 回の散髪日を設け、身だしなみを整える事に努め

ました。  
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・生活自立度の維持  

向上を図るため  

日常生活の支援  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○運動  

 

 

 

 

 

 

○介護保険制度の導入及び  

 支援計画の策定  

・各種体操実施  

※ラジオ体操 1 日 2 回 (午前・午後 )、リハビリ体操 1 日 1 回、ウキウキ体操 1

日 1 回を行い、転倒予防・筋肉の増強に努めました。  

 

・口腔体操実施  

※毎食前に口腔体操を行う事で喉の筋力を鍛え、誤嚥性肺炎の予防に努め まし

た。  

 

・各関係機関との連携  

※居宅介護支援事業との連携を密に図る事で、利用者の生活の充実に努め まし

た。 (通所介護・訪問介護・福祉用具貸与など )  

※介護保険利用者は担当ケアマネと連携しプランの計画作成を行いました。そ

の他の利用者は、相談員が各個人の支援計画を入所時作成し、また年 2 回 (4

月・ 10 月 )には見直しを行いました。  

※年 1 回認知症の調査を実施し認知度の把握を行いました。  

 

○預金管理  

 

・個別の通帳管理 41 名、預り金の管理 34 名  

※預金を管理した利用者の身元引受人の方に出納状況の報告を年 4 回行いまし

た。また、週 1 回の預金払い出し日には、ご利用者と職員 2 名以上の立会い

のもと通帳確認を行いました。  

 

・生活の質の向上  

(QOL) 

 

 

 

 

 

○行事・余暇支援  

 

・定期的に各種クラブ活動を実施しました。  (習字・生け花は講師派遣 )  

※カラオケクラブ、音楽鑑賞、習字硬筆クラブを週 1 回実施  

※生花クラブを月 2 回実施  

※グラウンドゴルフクラブ、おやつクラブは年に 3 回実施  

※今年度は、新たに卓球 ﾊﾞﾚｰを取り入れクラブ定例化を図りました  

・月々のカレンダーを手作りし、個々の居室に掲示する事で季節を感じ気分の高揚

を図りました。  
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○ 季 節 ご と の 行 事 の 計 画 及 び 開

催  

 

 

・室内レクリエーション  

※年 2 回室内レクリエーションを全員参加で実施し、離床を促しました。  

6 月の室内レクリエーションは宮原保育園と合同で行いました。  

(6 月、 2 月開催 )   

 

・誕生日会・クリスマス忘年会・敬老会  

※ 2 ヶ月に 1 回その月々の誕生日を迎える利用者の長寿を願いお祝いしました。

平均年齢 84 歳 (男性 72 歳、女性 86 歳 )  

 

・聞思会  

 ※月 1 回寺院住職を招き先祖供養を行いました。また、 8 月には併せてお盆供

養も行いました。  

 

・買い物・外出支援  

※月 1 回利用者の要望に応じ嗜好品の買い物代行または同行支援を行い、外出

ついても意向に添うように努め可能な限り個別対応を行いました。また、月 1

回外出が困難な利用者に対しても買い物などの生活感を感じ て頂けるように

施設内売店を開店しました。  

※ 2 ヶ月に 1 回町内の商店に衣料品の販売を依頼し、商品の中から好きな物を

選び、おしゃれを楽しみ身支度に関心を持っていただけるよう支援 を行いま

した。  

 

・農園芸活動  

※施設内の畑を活用し、季節野菜を栽培して育てる充実感を味わっていた だき

ました。四季折々の山菜取り、栗拾い、梅ちぎり等に施設外にも出 かけ自然

を感じていただきました。  

 

・生活環境改善の取り組み  

※月 1 回支援会議を開催し、利用者からの要望をもとに生活の改善について検

討しました。また、年 1 回の利用者満足度調査を実施し、多様化するニーズ

の把握に努めました。  

 

・日帰り旅行  

※春  合志市  農業公園  バラまつり見学  5/16(22 名参加 )  

※秋  菊池市  菊人形見学  11/14(19 名参加 )  
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 ○各行事参加及び交流  

 

・ふくし夏まつり参加  

※掲示板を活用して悠和の里のパネルを掲示し、展示コーナーでは利用者 手作

りの作品の販売展示を行いました。（ 8/5 場所  ＪＡ小国郷集出荷場）  

 

・悠和の里夏まつり  

※小国公立病院の医師、障がい福祉課職員外学生ボランティア等を募り、協力

し夏まつりを実施しました。（ 7/25 場所：広間）  

 

・小国幼稚園との交流  

※小国幼稚園児が来所し、歌や踊り、楽器の演奏等交流しました。  

（ 9/12 場所：広間）  

 

・敬老祝賀会  

※利用者の長寿を願いお祝いしました。（ 9/14 場所：広間）  

米寿祝い者 2 名 (女性 2 名 )  

 

・小国町老人スポーツ大会への参加  

※ 出 身 の 地 元 の 老 人 ク ラ ブ や 知 人 と ス ポ ー ツ を 通 じ 同 世 代 の 交 流 を 図 り ま し

た。  （ 10/3 場所：小国ドーム 17 名参加）  

 

・小国町文化祭への出品  

※クラブ活動などで培った手作り品を展示しました。  

  (生花、習字硬筆、手芸品など )  11/3～ 4 場所： JA 阿蘇小国郷  

 

・ふるさと訪問  

※数班に分かれ故郷の側を訪れる事により、車窓からでも故郷の懐かし さや先

祖を敬う事ができ、思い出話等する事で生活にハリを持っていた だけるよう

支援しました。  

 

・人権フェスティバル参加  

※フェスティバルに参加する事で人権感覚の高揚に努めました。  

（ 11/23 場所：ＪＡ阿蘇小国郷）  

 

・門松づくり  

※小国中学校の生徒会・ＰＴＡ役員・ ｼﾙﾊﾞｰ人材 ｾﾝﾀｰ会員・悠和の里利用者によ



 

24 

 

る門松づくり  設置場所：小国小学校、小国中学校  

 

・若杉館生来所  

※若杉館で柔道を習う生徒児童から鏡餅をいただき雑煮などの季節料理 の献立

に盛り込みました。場所：広間  

 

・福祉体験及び実習受け入れ  

※受け入れを行う事で、施設の業務内容や利用者の現状を把握して いただくと

共に、お話や楽器演奏の時間を取り利用者と交流していただきました。 (受付

は随時 )  

※小国支援学校生 (実習生 )   11/16～ 17 1 名  

※小国中学校 9 年生 (福祉体験学習 )   9/7～ 8 4 名  

※悠愛から自立支援事業受入  通年  1 名  

 

・リスクマネジメン

ト  

○事故防止対策委員会  

 

 

 

 

○感染症の対応  

 

 

 

○交通安全指導  

 

 

 

 

 

・徘徊者への対応  

 ※無断外出者に対して福祉用具の利用を行いました。  

(超小型ＧＰＳ、センサーマット等 )  

 ※防犯カメラの設置  

 

・感染症発生時  

 ※インフルエンザ、感染性胃腸炎等発生時には、福祉避難所を検討していました。 

(平成 29 年度の利用はありませんでした。 )  

 

・小国警察署による交通安全指導  

 ※交通量の増加する春の交通安全運動期間前に、小国警察署員をお招きして交通

安全指導を行っていただきました。  3/17 場所：広間  

 

 ※ 行 楽 シ ー ズ ン 時 ( 長 期 休 み 等 ) に 国 道 212 号 線 等 の 交 通 量 が 増 加 傾 向 時    

にその都度利用者に注意を促し、極力外出等は控えていただきました。  
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・防災・防犯  ○防災管理者選任  

 

・防災訓練の実施  

※ 6/29 総合訓練 (夜間想定で昼間実施 )   消火訓練も行う。  

※ 8/23 総合訓練 (夜間実施 )  

      阿蘇広域北部分署職員、小国町消防団第一分団立会い  

      訓練後消火訓練も併せて行う。  

※ 3/20 総合訓練 (昼間実施 )   消火訓練も行う。  

・防災委員会  

※平成 29 年 4 月に全職員に消防計画の説明を再度行いました。  

※防災委員会にて風水害・台風・地震等防災計画を再度職員に 説明し周知徹底

を図りました。  

 

・救急法研修  

※事故防止対策委員会と合同で阿蘇広域北部分署職員をお招きして 高齢者に多

い事故や救急法の研修、外部研修への参加を行いました。  

○防犯マニュアル作成  ・神奈川県相模原市の障害者施設で発生した事件を踏まえ、福祉施設は、地域との

つながりを大切にしつつ、一方では犯罪の被害を最小限に抑え、ご利用者や職員の

安全を確保する観点からマニュアルを作成しました。    

※平成 29 年 11 月に全職員に防犯マニュアルの説明を行いました。  

※福祉施設における防犯の具体的な方法や職員の役割等を明らかにし、 防犯体

制を確立する。  

・苦情関係  ・苦情解決制度研修参加  ・第三者苦情解決委員任命 (2 名 )及び研修会参加  

 ※任命期間  平成 27 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日  

 ※苦情受付責任者 1 名、担当者 2 名  委嘱  

   平成 29 年度苦情受付件数  0 件  



 

26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・広報活動  

 

○周知活動及び広報作成  

 

・各種町の行事等に参加  

※各行事に展示や作品販売を行い、「木野里荘」から「悠和の里」に移譲された

事を周知・定着を図りました。  

・広報誌発刊  

※社協だより ｢木もれ陽 ｣に年 2 回悠和の里だよりを盛込みご家族の方には ｢悠和

の里だより ｣と利用者の写真と近況報告を送付し、当施設を身近に感じていた

だきました。  
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３．看護部  

目   的  方   法  概      要  

・健康管理  ○健康診断  ・利用者健診  年 2 回実施しました。  

 (JA 熊本厚生連に依頼し施設内にて 4 月 17 日・ 11 月 30 日に実施 )  

・新入所者の健康診断 (4 名の新入所者を受け入れましたが、いずれも病院

から退院後そのまま入所だった為、入院時諸検査済みとみなし実施せず )  

 

・職員健診  夜勤者は年 2 回 (10 名 )、日勤者は年 1 回 (9 名 )実施しました。 

内人間ドックを希望して受診した職員 3 名  

・直接処遇職員 (15 名 )に対し腰痛検査を年 1 回実施しました。  

・新規採用者 2 名に対し雇入れ時の健康診断を実施しました。  

○往診  ・月 2 回嘱託医往診により体調の維持・管理を行いました。  

 

○医療機関の受診・連携  ・定期的な通院、又は症状に応じての受診により健康保持に努めました。  

受診件数延べ 824 名、救急搬送 4 件、入院 32 件、死亡 5 名  

通院先  

(小国公立病院、大村内科、弓削病院、上野公園病院、やまなみ病院、

熊本大学病院、森都総合病院、小国整形、蓮田医院、あおば整骨院、日

赤、熊本整形外科、阿蘇温泉病院、脇胃腸科、さかなし ﾊｰﾄｸﾘﾆｯｸ、済生

会日田病院、岸病院、熊本 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院、きずな歯科、乕谷歯科、児

玉歯科）  

 

○歯科医往診  ・週 1 回  希望者・要治療者の治療を往診にて実施しました。  

 (受診件数  延べ 165 件 )  

○デイサービス (介護保険サービ  

ス )利用  

 

・ホームから出かけて外部の方と接したり、活動に参加する事によって、日

常生活にメリハリを持たせ、体力・気力の低下防止に努めました。  

・デイサービス利用者 14 名  

・安全に入浴して頂くため体力や移動に不安がある方の入浴は、入浴介護サ

ービスを利用しました。 (入浴介護利用者 6 名 )  

 

・感染予防   ・歩行能力の低下を防ぎ、生活環境直結したリハビリが受けられるため往診  

リハを利用しました。 (往診リハ利用者３名 )  
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○デイサービス (デイケア )出発  

前の体温チェック  

・施設外の方と接する機会が多くなれば、伝染性疾病を持ち込む危険性が高

くなる為、デイ参加者の体温・一般状態を把握する事で施設内流行防止に

努めました。  

○検便  ・ 1 ヵ月に 1 回  調理、直接支援員に対して実施しました。  

 特に 10 月から 3 月の流行期には調理員に対してノロウイルスの検査も施

行しました。  

○肺炎球菌ワクチン接種  

○インフルエンザ予防接種  

・公立病院にて肺炎球菌ワクチン接種  12 名  

・インフルエンザ予防接種は 10 月から 11 月にかけて利用者・職員全員に

実施しました。  

・インフルエンザ罹患者 4 名 (職員 1 名は家族感染し、入院者 3 名は入院中

の感染 )胃腸炎 0 名  

 

○委員会の定期開催・研修  ・委員会を年 3 回開催しました。  

・食中毒発生のニュースを受けて、利用者・職員にむけて食中毒への意識を

高めるための教育と声掛けを行いました。 (7 月・ 9 月 )  

・施設内研修として、インフルエンザ・胃腸炎の症状と発生時の対応につい

て学び嘔吐時の吐物処理について演習しました。 (11 月 16 日 )  

・福祉施設職員実践技術向上研修 ｢感染症のリスクマネジメント ｣へ参加しま

した。  (11 月 11 日 )  

 

○建物消毒  ・全館一斉消毒  年 2 回実施しました。（ 5 月・ 10 月）  

・居室内消毒  月 1 回実施しました。  

・身元引受人不在者  

 (ご利用者 )の終末期  

 の医療行為  

○書式の見直し・作成  ・意思確認ができない場合の医療行為について、本人の意思を反映させるた

め要望書を作成しました。  

 (作成後も最低年 1 回は意思確認を行い変更も可能とし、都度ご利用者の  

希望に添うように努めます )  
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４．栄養部  

目   的  方   法  概      要  

・美味しく  

 楽しく  

 安全で  

 心と身体に良い  

 食事を目指して  

○衛生管理  

○感染症対策委員会  

・委員会への参加  

・食中毒予防のための周知徹底を行いました。  

・日々の計測、点検を徹底し、記録を残しました。  

 (残留塩素濃度、加熱食材の中心温度測定、食品納入記録票、物品受払簿、 

調理場衛生点検表 )  

・衛生面についての意欲高揚を図り、健康管理に努めました。  

・調理員一人一人が食材の検収管理・衛生的な調理・機材の洗浄殺菌に細心

の注意をしました。  

・災害用備蓄品の確認を行いました。  

・賄材料 (主食 )の価格見直しを行い経費削減に努めました。  

 

○栄養管理  

○栄養指導  

○体調管理  

○食事の形態  

・栄養管理上必要な栄養価、平均して 1,400 キロカロリー、たんぱく質 55 

グラムを基準とし、必要に応じて主食量や副食量の調整、補助食品 (メイ

バランス、水分保水ゼリー等 )の付加等を行いました。  

※治療食…医師の指示に基づき、看護師・支援員と連携した食事作りと  

栄養指導を行いました。  

※介護食…ご利用者一人一人の咀嚼、嚥下の状態に応じて、主食・副食は、 

   複数の形態で提供しました。主食 (米飯、二度炊き、全粥 )。  

副食 (普通、一口大、粗刻み、小刻み )の他、必要に応じ、とろみ  

付けを行い改善することができました。  

※介護食器の導入…ご利用者の個々身体状況にあわせて取手付きの食器  

    等で提供し、できるだけ自分で食する事の支援に努めました。 

 

 ○水分補給  ・食堂には常時、入浴日は浴室に、お茶 (夏場は麦茶 )を用意し、ご利用者が  

自由に飲めるようにしました。  

・ご利用者が体調不良の時は都度水分補給を行えるように、補助食品等の準

備をしました。  

○食事時間  ・定時に適温で提供できるように努めました。  
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○献立  ・食堂に１週間ずつのメニューの掲示を行いました。  

メニューがわかりやすいように写真等を用いました。  

 

・献立は、ご利用者の希望を尊重するとともに、季節感のある食材使用や、

地域性、なつかしさを考慮しました。食堂の飾りつけ。盛り付け、食器など

の工夫を行いました。  

 

○嗜好調査  ・嗜好調査は年１回のアンケート調査 (聞き取り )を行い、また食事の見回り  

声掛けを行い次回の献立に反映しました。  

○残菜調査  ・残菜調査は残菜状況を毎食事計測し、毎日記録を行い、次回献立に反映し

ました。  

○給食委員会  ・ご利用者の代表の方と給食委員会を行うことで、楽しく心満たされる様な  

食事の提供に努めました。  

○行事食  ・行事食  誕生会、聞思会 (手作りおやつ )、節句の膳、土用丑の日、夏祭り、 

お盆料理、ソーメン流し、敬老祝賀会、十五夜、ホームレストラン (ｾﾚｸﾄﾒ  

ﾆｭｰ、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ方式 )、鍋料理 (11～ 3 月 )、クリスマス忘年会、年越しの膳、 

元旦の膳、七草粥、鏡開き、節分、雛節句の膳、お彼岸など。  

ソ ー メ ン 流 し … 青 竹 を 使 用 し た こ と で 、 香 り も 良 く 、 清 涼 感 が あ り 好 評          

でした。  

鍋料理…職員と共に鍋を囲んで食することで、家庭的な雰囲気を感じて  

      頂くことができました。  

 

・季節の食材  蕨狩り、蕗取り、切干大根作り、梅ちぎり (梅干、梅味噌、

カリカリ梅、甘煮等を作る )を利用者と行うことで、季節を肌で感じて頂け

ました。収穫した食材を利用者と手際よく処理することで笑顔も見受けるこ

とができ、すぐに提供できたことで、普段以上の喜びを感じていただけまし

た。  

 

・施設内菜園で採れた野菜の利用と食事への提供を行いました。  
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５．事務部  
 

目   的  方   法  概      要  

・事務関係  ○会計処理  

○予算管理  

○施設整備 (入札等 )  

○設備・備品管理  

 

・悠和の里拠点区分  

※法人会計士と連絡を密に取り予算・決算業務を行いました。  

これからもより施設運営にそぐう会計業務を行います。 事業譲渡初年度

で、パソコンシステムや、各種様式の機能を障害福祉課と突合させていた

ため、法人全体の設定が進みスムーズな事務作業が行うことができた。こ

れからも、事務担当で様々な案件の連携を図りたい。  

 

・施設整備備品  

  ※配管漏れの修理、エアコン故障 (1 機 )等あったが、いずれも予算内で  

の整備でした。  

○車輛管理  

 

 

・車輛管理  

※当法人加入の任意保険へ同条件で加入しています。  

※今年度の事故は、自損事故を含め 0 件でした。  

※今年度も職員全員に免許証と通勤で使用する自家用車の任意保険証書の

写しを提出していただく事で、期限切れ等の確認と安全運転の意識の高揚を

行いました。  

 


